
最
低
基
準
は
、
憲

法
25
条
に
基
づ
き
、
子

ど
も
に
「
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
」

を
保
障
す
る
た
め
に
国

が
定
め
て
い
る
も
の
で

す
。
ゼ
ロ
、
１
歳
児
の

場
合
、
乳
児
室
（
ハ
イ

ハ
イ
し
な
い
場
合
）
な

ら
１
人
当
た
り
１
・
６

５
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約

１
畳
）
、
ハ
イ
ハ
イ
す

る
場
合
は
１
人
当
た
り

３
・
３
平
方
メ
ー
ト
ル

（
約
２
畳
）
と
、
決
し

て
高
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
む
し
ろ
向

上
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と

の
指
摘
が
、
保

育
現
場
や
子
ど

も
の
発
達
の
専

門
家
な
ど
か
ら

は
上
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

避
難
用
の
外
階

段
な
ど
の
設
置
、
耐
火
、

医
務
室
や
園
庭
の
設
置

な
ど
に
つ
い
て
も
全
国

一
律
の
最
低
基
準
を
な

く
し
、
地
方
自
治
体
の

判
断
に
任
せ
る
方
向
で

検
討
す
る

と
し
て
い

ま
す
。

一
部
の

地
域
と
は

い
え
、
こ

れ
を
下
回

る
水
準
を
容
認
す
る
こ

と
は
、
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
・
発
達
す
る

環
境
を
守
る
国
の
責
任

を
投
げ
捨
て
る
も
の
で
、

重
大
で
す
。

品
川
区
は
、
こ
う
し

た
国
の
措
置
に
賛
意
を

示
し
て
い
ま
す
。
基
準

が
改
悪
さ
れ
れ
ば
、
現

在
で
も
す
し
ず
め
状
態

に
あ
る
保
育
園
は
お
昼

寝
を
す
る
場
所
さ
え
な

い
状
態
に
な
り
ま
す
。

「
景
気
悪
化
で
待
機
児

が
増
え
て
い
る
が
、
こ

の
状
態
が
続
く
こ
と
は

な
い
。
景
気
が
よ
く
な

れ
ば
保
育
園
は
必
要
な

く
な
る
」
と
し
、
待
機

児
解
消
策
を
様
々
示
し

ま
し
た
が
「
認
可
保
育

まちの願いを区政にむすぶ

生活・法律相談は区議団控室またはすずらん通り事務所（5462－2133）までお気軽にお電話ください。

厚生労働省の検討は・・

面
積
だ
け
で
な
く
・
・

「
防
火
な
し
」
「
避
難
路
な
し
」

「
庭
な
し
」
「
高
層
」
も
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民
主
党
は
、
国
が
全
国
一
律
に
定
め
て
い
る
認
可
保
育
所
の
面

積
の
最
低
基
準
に
つ
い
て
、
「
東
京
都
な
ど
待
機
児
童
の
深
刻
な

都
市
部
の
一
部
に
限
り
、
地
方
自
治
体
に
基
準
を
定
め
る
権
限
を

委
譲
す
る
」
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

今週号へのご意見・要望等ありましたらおよせください

品
川
区
も
賛
意
示
し
保
育
園
増
設
な
し



園
の
増
設
」
「
待
機
児

ゼ
ロ
」
は
否
定
し
つ
づ

け
て
い
ま
す
。

①
認
可
単
独
園
は
つ
く

ら
ず
、
幼
保
一
体
化
施

設
を
今
後
４
年
間
で
３

か
所
つ
く
る
。

②
既
存
園
で
定
数
拡
大

を
行
う
。

③
認
証
保
育
所
を
毎
年

２
園
開
設
。

④
小
学
校
空
き
教
室
の

活
用
。
小
学
校
に
隣
接

す
る
公
立
保
育
園
の
分

園
を
つ
く
り
、
５
歳
児

（
２
か
所
約
50
人
）
を

移
動
さ
せ
、
空
い
た
保

育
園
で
、
待
機
児
の
多

い
低
年
齢
児
の
定
員
を

増
や
す
。

⑤
私
立
幼
稚
園
８
園
で

預
か
り
保
育
を
実
施
と

い
う
も
の
で
す
。

今
年
４
月
、
認
可
保

育
園
を
希
望
し
入
れ
な

か
っ
た
子
ど
も
が
４
５

０
人
。
認
証
に
預
け
て

い
る
保
護
者
は
「
園
庭

が
あ
る
認
可
保
育
園
に

預
け
た
い
」
と
訴
え
ま

す
。

区
は
、
こ
う
し
た
声

を
受
け
認
証
保
育
所
に

通
う
子
ど
も
の
保
育
料

が
認
可
保
育
園
と
同
じ

に
な
る
よ
う
に
、
保
護

者
へ
の
助
成
制
度
を
拡

充
さ
せ
る
と
し
て
い
ま

す
。
来
年
度
か
ら
当
面

３
年
間
の
措
置
、
年
１

億
７
千
万
円
を
計
上
。

認
証
保
育
料
は
基
本
が

約
５
万
～
７
万
円
＋
α

の
応
益
負
担
。
区
内
13

か
所
４
３
１
人
が
在
籍
。

認
可
保
育
料
は
年
間
所

得
税
額
に
応
じ
て
28
段

階
の
応
能
負
担
。
０
円

～
最
高
６
万
８
千
円
。

区
は
08
年
度
か
ら
、
世

帯
の
年
間
所
得
税
額
に

よ
っ
て
月
１
万
円
か
ら

４
万
円
を
助
成
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

新
制
度
は
、
認
可
保
育

料
と
の
差
額
を
助
成
、

実
質
認
可
保
育
園
と
同

額
と
す
る
と
し
て
い
ま

す
。日

本
共
産
党
は
認
証

保
育
所
が
で
き
た
時
か

ら
「
高
い
保
育
料
に
助

成
を
」
と
訴
え
て
き
ま

し
た
。
保
護
者
負
担
の

軽
減
は
大
い
に
歓
迎
し

ま
す
が
「
認
可
保
育
園

増
設
」
が
最
大
の
子
育

て
支
援
で
す
。

無
料
法
律
相
談
会
（
生
活
相
談
は
随
時
）

と
こ
ろ

す
ず
ら
ん
通
り
事
務
所

日

時

12
月

16
日

（
水
）

午
後
６
時
～
８
時

前
日
ま
で
に
５
７
４
２
ー
６
８
１
８
ま
で
お
電
話
を
下
さ
い
。

認
証
保
育
園
保
育
料
助
成
拡
大


